
三

上

人

ぐ
b
そ

の

時

代

藤

原

弘

道

「
保

元

元

年

七

月

二

日
鳥

朋

院

ウ

セ

サ

セ
給

ヒ
テ

後

、

日

本

國

ノ
亂

逆

ト
云

コ
ト

ハ
ラ

コ
リ

テ
後

、
ム
サ

ノ
世

ト

ナ

リ

ニ
ヶ

ル
也

。
」
(
愚
管
抄
)

ε

は
慈

鎭

和

徇

の
時

勢

觀

で
あ

る

が

、

更

に

「
保

元

ノ
亂

以

後

ノ

コ

ト

ハ
ミ

ナ
亂

世

ゆ尸
テ

侍

レ
バ

ワ

ロ

キ
事

ニ
テ

ノ

ミ

云

云
」

ε

觀

察
し

て

ゐ
る
。

北
畠
親
房
も

「
白
河

・
鳥
朋
の
御
代
の
こ
ろ
よ
り

政
道
の
古
き

姿
や
う
く

衰

へ
、

後
臼
河
の
御
時
、

兵
革

起
り
て

姦
臣
世
を
亂

り
、
天
下
の
民
殆
ん
さ
塗
炭
に
落
ち
に
き
。
」
(紳
皇
正
統
寵
)
-こ
い
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
保
元
軍
治
の
兵
亂
は
、
正
に
武
門
興
隆
に
よ
る
時
勢

の
轉
換
時
で
あ
つ
た
。
藤
原
氏

一
族
に
よ
る
攝
關
政
治
の
政
治
機
構
は
、
夲
安
末
期
に
於
け
る
政
治
ω
紊
亂
ε
魅
會
の
行
き

詰
り
ε
を
改
造

し
、
政

局
を
牧
拾
せ
ん
・こ
す
る
の
實
力
を
失
ひ
、
そ
の
爲
め
院
政
が
始
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
・こ
て
も
政
治
の
常
態
で
は
な
く
、

か

へ
つ
て
新

興
の
武
家
に
漁
夫
の
利
を
得
せ
し
め
る
の
結
果
を
招
來
し
た
。
肚
會

の
指
導
的
地
位
に
あ

つ
た
公
家
及
び
倫
侶
が
、
政
治
的
に
も

經
濟
的
に

も
そ
の
權
威
を
失
ひ
、
瓧
魯
人
心
か
ら
離
反
さ
れ
る
や
、
そ
れ
ら
の
階
級
の
人
々
は
、
武
家
の
世
を
亂
逆
の
世
、こ
卑
む

ε
共
に
、

落

日
の
如

き
自
己

の
姿
を
觀
照
し
て
は
、
た

璽
公
家
文
化
華

や
か
な
り
し

過
去
の
時
代
を

謳
歌
し
、

未
來
に
對
し
不
安
・こ
憂
鬱

・こ
を

感
じ
た
の
で
あ

る
。
延
喜
天
暦
の
古
を
逍
慕
す
る
・こ
共
に
、
現
實
は
末
法
、
澆
季

こ
失
望
の
感
を
懷
き

「何
事
も
古
き
世
の
み
ぞ
慕
は
し
き
、

今
樣
は
無
下

に
卑
し

く
こ
そ
な
り
ゆ
く
め
れ
。」
(徒
然
草
)
・こ
た
壁
上
代
の
生
活
を
思
慕
し
、
さ
て
は
、

「
か
の
木
の
道
の
匠
の
作
れ

る
美
し
き

器
物
も
古

代
の
姿

こ
そ
お
か
し
ε
見
ゆ
れ
、
文
の
詞
な
さ
ぞ
昔
の
反
古
さ
も
は
い
み
じ
き
」

ε
、
器
物
や
詞
の
如
き
ま
で
古
代
の
を
憧
れ
た
。

か
く
て

　
-
・



奈
良
の
佛
敏
が
復
興
せ
ら
れ
、
萬
葉
や
古
今
、
さ
て
は
源
氏
の
如
き
丈
學
が
奪
重
さ
れ
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
、
か
く
ま
で
後
の
世
か
ら
慕
は
れ
た
青
丹
よ
し
奈
良
の
都
の
古

に
も
、
既

に
地
方
官
の
非
法
な
る
課
役
に
對
す

る

地
方
民
の
怨
嗟
の

聲
あ
り
、

「
メ
デ
タ
ク
徳
政
ラ
ォ
コ
ナ

ハ
レ
ケ
レ
バ
、
中
略
、
大
寳
年
號
始
リ
テ
後
タ
.・
コ
ノ
御
時

ヲ
ノ
ミ
ア
フ
グ

ナ
ル
ベ
シ
。し
(
愚
管
抄
)

,こ
い
は
れ
る
延
喜
天
暦
の
聖
代
で
さ

へ
、
地
方
で
は
承
李
天
慶
の
亂
が
あ

つ
て
物
情
騒
然
た
る
も
の
が
あ
つ
た
。
貴
族
が
莊
園
の

富
を
擁
し

て
、
儚

い
享
樂

に
日
を
遞

る
う
ち
は
、
天
下
太
準
で
あ

つ
て
も
、

一
度
沒
落
の
日
が
來
り
、
彼
等
の
莊
園
も
武
士
の
手

に
よ
つ
て

保
護
せ
ら

れ
る
に
至

つ
て
は
、
そ
の
無
力
の
哀
れ
さ
は
想
像
以
上
で
あ
る
。
す
べ
て
は
前
代
か
ら
の
繼
承
で
あ
り
、
前
例

に
よ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ

王
朝
貴

族
の
生

活
に
、
清
新
な
氣
を
見
出
し
得
べ
く
も
な
く
、
從
つ
て
新
ら
し
き
文
化
を
産
む
べ
き
力
も
發
展
性
も
な
く
な

る
ε
、

あ
た
ら
古
の
文

化
に
戀

々
た
る
も
不
思
議

は
な
い
。
田
舍
も
の
は
い
や
し
・こ
卑
下
し
た
都
鄙
文
化
の
懸
隔
は
、
王
朝
文
化
の
華
や
か
な
時
の
こ
、こ
で
、

武
士

階
級
の
勃
興
は
地
方
の
勢
力
が
京
都
を
壓
倒
し
た
こ
,こ
で
あ
る
。
地
方
の
豪
族
は
張

い
力
の
所
有
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

經
濟
的
基
礎

も
確
實

な
も
の
で
あ
る
だ
け
抑

へ
難
い
勢
力
を
有
し
て
ゐ
る
。
今
昔
物
語
卷
二
十
七
に
、

「東
の
方
よ
り
榮
爵
尋
て
買

は
ん
ーこ
思
て

京
に
上

た
る
者
」
の
話
が
あ
る
が
、
財
力
の
豊
富
な
る
に
委
せ
、
京
都
に
官
職
を
求
め
ん
こ
、こ
を
希
望
し
た
地
方
武
士
の
樣
子
が

察
せ
ら
れ
る
。

さ
て
武
家
瓧
會
の
指
導
的
地
位
に
立
つ
も
の
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
源
夲
兩
氏
で
あ

る
。
そ
の
昔
、
源
頼
義
が
前
九
年
の
役
に
、

奥
羽

に
於
け
る
阿
倍
貞
任
、
重
任
等
の
淨
囚
の
首
を
京
都
に
進
め
た
時
、
縉
紳
緇
素
は
珍
ら
し
き
も
の
を
見
る
如
く
群
集

し
た
こ
,こ
は

有
名
で
あ

る
が
、
(
水
左
艶
)
公
家
は
武
家
を
蔑
覗
し
て
ゐ
た
こ
,こ
も
事
實
で
あ

る
。
抑
々
武
家
の

一
人
、
李
清
盛
が
從

一
位
太

政
大
臣
に
進
み
、

そ
の

女
を
中
宮
に
奉
り
、

一
族
高
位
高
官
を
占
め
、

一
門
の
莊
園
五
百
餘
ヶ
所
に
及
ぶ
に
至
つ
て
は
、
(甼
家
物
語
)
何
人
も

驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

一
體
下
臈
人
・こ
し
て
卑
下
し
、
公
家
逹
が
同
席
す
る
さ

へ
心
よ
く
思
は
な
か
つ
た
李
氏
が
、
忠
盛
に
至
つ
て
始

め
て

昇
殿
を
許
さ
れ
た

r
)・/Jさ

へ
非
常
な
異
變
・こ
さ
れ
九
こ
・こ
を
思

へ
ば
、
思
ひ
牛
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。
然
し
李
氏
の
武
家
政
治
は
た

心
藤
原
氏
の

舊
套
を
踏
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襲
し
た
外
、
何
等
新
ら
し
き
意
義
を
有
し
な
い
の
を
以
て
す
れ
ば
、
屋
島
、
壇
の
浦
の
海
戰
を
待
た
す
し
て
滅
ぶ
べ
き

前
途
は

當
然
の
歸
决

¶こ
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

王
朝
貴
族
や
、
李
家
の
公
逹
の
生
活
は
華
美
艶
麗
で
は
あ
つ
た
が
、
そ
れ
ら
か
ら
吾

々
の
味
ふ
も
の
は
、

そ
の
華
や
か
さ
よ
り
も
、
か

へ

つ
て
悲
愁
哀
愁
,こ
い
つ
た
暗

い
寂
し

い
味
で
あ
る
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
無
常
有
爲
轉
變
の
世
の
有
様
を
以
て
、

人
生
を
朝

露
に
た
・こ
へ

た
方
丈
記
の
作
者
鴨
長
明
ば
か
り
で
な
く
、
軍
家
物
語
の
作
者
に
し
て
も
同
感
で
あ

る
が

、
た
璽
單
な
る
文
學
的
表
現

の
み
で
な
く
、
事
實
そ

の
朝
顏

の
露
の
凋
落
よ
り
も
哀
を
止
め
九
の
は
夲
家
の
都
落
ち
や
、
西
海
漂
泊
の
現
實
で
あ

つ
た
。
當
代
文
學
に
よ
く

い
は
れ
る

「
も
の
㌧

あ
は
れ
」

・こ
い
ふ
人
生
觀
照
の
標
凖
は
、
單

に
文
學
の

一
特
徴
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
・こ
に
か
く
弱
い
夲
民
が
滅

ん
で
、

強
い
源
氏
が

鎌
倉
に
幕
胯
を
開
く
こ
¶こ
に
よ
つ
て
、
武
士
の
生
活
環
境
に
も
大
變
化
を
致
し
た
。
然
し
源
氏
・こ
て
も
、

頼
朝
の
興

隆
的
な
の
に
對
し
、
頼

家
、
實
朝
に
至
つ
て
は
あ
ま
り
に
も
微
力
で
、
逾
に
鶴
ケ
岡
八
幡
宮
瓧
頭
の

一
變
に
脆
く
も
三
代
で
絡

つ
た
。

こ
れ
に
續
く
北
條
氏
は
京
都

の
公
家

か
ら
幼

い
將
軍
を
迎

へ
、
事
實
上
の
權
を
握
つ
た
が
、
承
久
の
變
の
如
き
公
武
の
正
面
衝
突
を
來
し
た
。
武
家
政
治
は

大
義
明
分
の

上
か
ら

は
勿
論
そ
の
非
難
を
免
れ
ぬ
が
、
流
石
は
武

士
で
あ
る
。
元
寇
國
難
に
際
し
、
そ
の
勇
猛
果
斷
な
精
榊
氣
魄
は
、

見
事
之
を
退
け
、

外
夷
の
侮
を
受
け
る
こ
、こ
は
な
か
つ
た
。

こ
う
し
た
目
ぐ
る
ま
し
い
、
變
邏
多
い
時
代
を
背
景
,こ
し
て
出
現
し
た
の
が
、
我
が
鎭
西
、
勢
觀
、
記
主
の
三
上
人

で
あ

つ
た
。

抑
々
中
古

に
於
け
る
瓧
會
の
指
導
原
理
は
佛
教
で
あ

る
。
而
し
て
鎌
倉
佛
敏
の
大
立
物
は
地
方
出
身
が
多

い
。
法
然
上
人
は
美
作
、

一
遍

上
入
は
伊
豫
、
榮
西
禪
師
は
備
中
、
日
蓮
上
人
は
安
房
、
鎭
西
上
人
は
九
州
、
記
圭
上
人
は
石
見
か
ら
出
て
ゐ
る
、

こ
れ
ら
を
み
て
も
求
道

の
機
縁
が
單
に
京
都
の
み
に
限
ら
す
、
か

へ
つ
て
、

一
般
地
方
の
入
々
の
心
の
中

に
熱
し
て
ゐ
た
こ
こ
を
知
る
の
で
あ

る
。

既
に
藤
原
清
衡

が
準
泉

に
中
奪
寺
を
建
立
し
、
當
時
の
文
化
を
今
に
偲
ば
し
め
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
・こ
て
も
此
地
方
人
の
心
を
離
れ
て

考

へ
る
こ
ε
は
出
來
な

M



い
。
こ

玉
に
都
の
佛
歡
の
地
方
的
傳
播
を
知

る
の
で
あ
る
。

(竹
岡
勝
也
氏
日
本
丈
化
史
李
安
朝
末
期
參
考
)

さ
て
鎭
西
上
人
は
二
條
天
皇
の
應
保
二
年
に
生
れ
、
四
條
天
皇
の
暦
仁
元
年
、
七
十
七
歳
を
以
て
歿
し
た
。
勢
觀
上
人
は

安
徳
天
皇
の
壽

永
二
年

に
生
れ
、
鎭
西
上
人
-こ
均
し
く
暦
仁
元
年
、
五
十
六
歳
を
以
て
歿
し
、
記
王
上
人
は
土
御
門
天
皇
の
正
治
元
年

に
生
れ
、

後
宇
多
天

皇
の
弘
安
十
年
に
八
十
九
歳

の
高
齡
を
以
て
歿
し
た
。

さ
れ
ば
鎭
西
上
人
は
.

幼
時
保
元
夲
治
の

源
卒
爭
覇
の

亂

に
邁
ひ
、

そ
の
長
す
る

や
、
源
家
三
代
、
幕
府
の
興
亡
.
承
久
の
變
に
も
邁
遇
し
た
。
勢
觀
上
人
は
夲
家
の
末
期
に
生
れ
、
鎭
西
上
人
・こ
ほ

穿
時
代
を
同

じ
う
し
て

ゐ
ゐ
。

記
主
上
人
は
頼
朝
薨
去
の
年
に
生
れ
、
承
久
の
變
は
勿
論
、
文
永
、
弘
安
爾
度
の
元
寇
國
難
に
も
邁
遇
し
た
。

鎭
西

上
人
が
吉
水
に
宗
組
の
門
を
叩
い
た
の
は
建
久
八
年
で
、
宗
組
六
十
五
歳

、
鎭
西
上
人
三
十
六
歳
の
時
で
あ

つ
弛
。
以
後
常
隨
八
年
、

宗
組
を

わ
が
大
師
釋
奪

・こ
尊
敬
し
、
宗
組
も
亦
愛
弟
中
の
隨

一
ε
し
て
選
擇
集
を
附
矚
せ
ら
れ
た
。
宗
租
の
滅
後
は
、

鎭
西
上
入
が

「
諍
其

義
於
水
火
、
致
其
論
於
蘭
菊
、」
(
授
手
印
序
丈
)
・こ
い
つ
て
ゐ
る
が
如
く
、
隆
寛
、
證
室
、
幸
西
等
の
異
義
續
出
、
宗

祗
の
眞
意
那
邊
に
あ

る

か
の
觀

を
呈
し
た
が
、
鎭
西
上
人
よ
く
そ
れ
ら
の
邪
義
を
排
し
、
正
法
の
宣
布
に
努
め
た
。
鎭
西
上
人
の
教
化
は
郷
黨

鎭
西
の

地
に
行
は
れ

安
貞
二
年
肥
後
往
生
院

に
於
て
末
代
念
佛
授
手
印
を
逋
作
し
、
(勅
傳
、
授
手
印
裏
書
)
そ
の
後
筑
後
の
善
導
寺
を
中
心
に
念
佛
の
教
化
に
精
進

し
た
。

鎭
西

上
入
の
九
州
布
教

に
對
し
、
記
主
上
入
は
關
東
の
地
方
に
法
莚
を
敷

い
た
。
記
主
上
入
の
傳
法
は
、
鎭
西
上
人
授
手

印

製

作

後

九

年
、
帥

ち
嘉
祺
三
年
で
鎭
西
上
人
七
十
六
歳
、
入
滅
の
前
年
で
あ
り
、
記
圭
上
人
三
十
九
歳
の
時
で
あ
る
。
建
長
の
初

よ
り

關
東
の
地
に
入

り
、
下
總
を
中
心
に
念
佛
を
興
隆
し
、
諸
寺
建
立
、
多
數
の
著
述
を
殘
し
て
鎌
倉
に
轉
じ
た
。
(
然
軻
上
人
傳
、
今
岡
音
氏
詑
、王
禪
師
年
譜
考
「
淨
土

學
第
四
輯
]、惠
谷
隆
戒
氏
然
阿
良
忠
上
人
傳
の
新
研
究
等
參
照
)當
時
鎌
倉
は
幕
府
の
所
在
地
で
あ
り
、
京
都

に
次
ぐ
文
化
の
中
心
で
あ

つ
た
。
然
も

建
長
寺
圓
覺
寺
等
の
禪
宗
寺
院
に
は
蘭
溪
、
租
元
の
如
き
輩
出
し
て
禪
佛
教
の
滑
叢
を
な
し
、
そ
の
他
忍
性
菩
薩
良
觀

の
化
導
、
日
蓮
上
人
の
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法
華
信

仰
等
、

一
時
鎌
倉
は
宛
然
佛
教
都
市
の
如
き
觀
を
呈
し
た
。
禪
宗
が
武
士
階
級

に
尊
ぱ
れ
た
の
に
對
し
、

淨
土
敏
は
庶
民
の
間
に
行

は
れ
た
。
た
・こ
へ
鎭
西
上
人
か
ら

「
欲
報
我
恩
、
都
鄒
遠
近
、
弘
淨
土
敏
、
勸
念
佛
行
、」
(然
阿
上
人
傳
)
ε
い
は
れ
た
ε
は
い

へ
、
關
束

へ

の
弘
通

は
淨
土
宗
初
期
教
團
建
設
者
ε
し
て
、
偉
大
な
功
績
、こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
も
領
解
末
代
念
佛
授
手
印
鈔
、

三
心
私
記
、
淨
土
宗

要
集
等

上
人
の
數
多
き
逋
作
も
實
は
歡
化
多
忙
の
う
ち
に
執
筆
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
宗
學
に
深
き
こ
・こ
、
眞

に
驚
嘆
の

至
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
鎭
西
、
關
東
の
地
ご
雖
も
、
新
佛
歡
に
對
し
、
之
を
理
解
し
、

之
を
享
受
す
る
だ
け
の
素
地
を
有

し
て
ゐ
た
こ
、こ
が
察
せ

ら
れ
る
。

勢
觀

上
人
は
肚
會
的
に
は
あ
ま
り
有
名
で
は
な
か
つ
た
が
、
至
極
純
な
求
道
者
で
あ
つ
た
。
源
頼
朝
再
度
上
京
の

建
久
六
年
、
宗
租
の
命

に
よ
り
、
青
蓮
院
慈
鎭
和
術
の
許

に
於
て
出
家
、
程
な
く
宗
祗
の
禪
室
に
歸
り
、
常
隨
十
八
年
、

宗
祗
の
信
任
の
特

に
厚
か
つ
た
こ
・こ
は
、

建
暦

二
年
宗
組
の
御
臨
終
に
當
り
、
遺
訓

一
枚
起
請
文
を
賜
つ
た
こ
ε
で
も
知
ら
れ
る
。
(勅
傳
)

一
代
の
行
歌
隱
遁
的
な
、こ
こ
ろ
の
多
か
つ

た
の
は
宗
祗
が
遺
弟
に
告
ぴ
ら
れ
た
、

「
予
之
歿
後
、
各

々
宜
別
佳
、
不
須
共
居

一
所
、
共
居
雖
似
和
合
、
而
叉
恐
鬪
諍
、
不
如
閑
居
靜
處
、

獨
行
念
佛
也
」
(漢
語
燈
銀
卷
+
)
ε
い
ふ
の
に
よ
る
で
あ
ら
う
が
、

勅
傳
に

「
た
野
隱
遞
を
こ
の
み

自
行
を
本
こ
す
、

を
の
つ
か
ら
法
談
な

さ
は
じ

め
ら
れ
て
も
、
所
化
五
六
入
よ
り
お
ほ
く
な
れ
ば
魔
縁
き
を
ひ
な
ん
、
こ
・こ
ご
ε
し
ε
て
ε
穿
め
ら
れ
な
さ
ぞ
し
け
る
。
」
ε
い
ふ
主

張
に
よ

る
も
の
で
あ
る
S
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

南
都

や
比
叡
山
は
貴
族
の
入
山
に
件

ふ
經
濟
の
潤
澤
な
の
に
任
せ
て
、
非
常
な
勢
力
を
有
し
て
ゐ
た
が
、

一
般
民
衆
は
眞
の

信
仰
を
求
め

て
止
ま
な
か
つ
た
か
ら
新
佛
歡
の
信
仰
は
經
濟
的
佛
教
を
征
服
し
た
か
た
ち
で
あ

つ
た
ε
も
い

へ
る
。

一
體
淨
土
宗

に
對
す
る
南
北
兩
衆
徒

の
逍
害

は
屡
々
加

へ
ら
れ
た
が
、
就
中
嘉
祿
三
年
の
法
難
は
特
に
有
名
で
あ
り
、
比
叡
山
の
徒
は
大
谷
の
墳
墓
を
破
壊
し
て
、

宗
租
の
遺
骸

を
加
茂
川
に
流
さ
ん
・こ
し
た
。
然
し
幸

に
も
遺
骸
は
遺
弟
等
に
よ
り
、
ひ
そ
か
に
運
び
出
さ
れ
、
西
山
粟
生
に
於
て
茶
毘
に

附
せ
ら
れ
、
危
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く
そ
の
難
を
冤
れ
る
こ
,こ
を
得
た
。
勢
觀
上
人
は
そ
の
破
却
せ
ら
れ
た
大
谷
の
房
舍
を
文
暦
元
年
再
興
し
た
の
で
、

こ
れ
が
知
恩
院
の
起
源

を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
ーこ
は
今
更

い
ふ
ま
で
も
な
い
。
(
一
説
麿
仁
元
年
)

鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
流
れ
る
精
祕
は
自
+工
的
精
紳
が
愈
々
充
實
し
て
き
た
こ
ーこ
で
あ
る
。
頼
朝
は

「
我
朝
は
榊
國
な

り
」
-こ
い
ひ
、

京
都

西
加
茂

正
傳
寺
の
宏
覺
禪
師
は

「
す

へ
の
よ
の
末
の
末
ま
で
わ
が
國
は
よ
う
つ
の
く
に
に
す
ぐ
れ
た
る
國
」
ε
い
ふ
國

民
自
覺

に
ま
で

進
ん

だ
。
佛
敏
や
諸
種
藝
術
に
も
自
主
的
思
想
か
漲
る
に
至
つ
た
。
さ
れ
ば
鎌
倉
時
代
は
入
間
性
の
自
覺
の
時
代
で
あ
る

・こ
よ
く

い
は
れ
る
。
然

も
そ
の
自
覺
反
省
は
、
現
實
的
精
祚
の
横
溢
す
る
近
世
初
頭
に
於
て
見
る
如
き
、
力
張
き
人
聞
意
欲
の
自
覺
で
は
な
く

、

人
聞
無
力
の
自
覺

で
、
そ
こ
に
厭
離
穢
土
欣
求
淨
土
の
思
想
も
あ
ら
は
れ
、
そ
れ
に
目
覺
め
た
當
時
の
民
衆
は
、
武
士
も
庶
民
も
、

淨
土
教
に
麟
せ
ね
ば
な
ら

な
か
つ
た
時
代
精
祚
の
動
向
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
・こ
よ
り
實
際
生
活
の
否
定
で
は
な
く
、
現
實
生
活
に
於
け

る
諸
業
を
そ
の
ま

エ
肯

定
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
鎌
倉
佛
歡
・こ
民
衆
-こ
の
密
接
な
關
係
も
自
ら
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

-こ
も
あ
れ
、
當
時
の
民
衆
が
眼
前
に
展
開
さ
れ
た
世
相
に
甥
し
、
や
曳
も
す
れ
ば
生
活
の
指
導
原
理
を
失
は
ん
、こ
す

る
の

時
に
當
り
法
然

上
人
の
眞
意
を
傳

へ
、
よ
く
そ
の
進
む
べ
き
道
を
示
し
、
肚
會
人
心
を
指
導
し
た
三
上
人
の
行
績

は
史
上
の
偉
大
な

る

存
在
-こ
い
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。
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